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◆
議
案
第
８
号
　
勝
浦
市
学

校
給
食
共
同
調
理
場
設
置
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

 

勝
浦
市
学
校
給
食
共
同
調

理
場
の
移
転
に
伴
い
、
本
条

例
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を

し
よ
う
と
す
る
も
の
。

◆
議
案
第
９
号
　
勝
浦
市
社

会
教
育
委
員
の
定
数
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立

性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の

推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法

律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
が
、

平
成
25
年
６
月
14
日
に
公
布

さ
れ
、
こ
の
う
ち
社
会
教
育

委
員
の
資
格
を
条
例
委
任
す

る
社
会
教
育
法
の
一
部
改
正

が
平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら

施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

本
条
例
に
つ
い
て
所
要
の
改

正
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

◆
議
案
第
10
号
　
保
育
所
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　
平
成
25
年
度
か
ら
休
止
し

て
い
た
勝
浦
市
立
東
保
育
所
、

勝
浦
市
立
興
津
保
育
所
及
び

勝
浦
市
立
鵜
原
保
育
所
を
平

成
26
年
３
月
31
日
に
廃
止
す

る
こ
と
に
伴
い
、
本
条
例
に

つ
い
て
所
要
の
改
正
を
し
よ

日
の
本
会
議
で
各
委
員
長
か

ら
報
告
さ
れ
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

◆
議
案
第
６
号
　
勝
浦
市
名

誉
市
民
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
新
た
に
名
誉
市
民
に
係
る

選
考
委
員
会
の
設
置
及
び
名

誉
市
民
に
係
る
顕
彰
の
媒
体

を
市
の
広
報
紙
以
外
に
も
広

げ
る
た
め
、
関
係
条
例
に
つ

い
て
所
要
の
改
正
を
し
よ
う

と
す
る
も
の
。

◆
議
案
第
７
号
　
一
般
職
の

職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　
千
葉
県
人
事
委
員
会
勧
告

に
基
づ
き
、
55
歳
を
超
え
る

職
員
の
昇
給
に
つ
い
て
の
抑

制
を
行
う
た
め
、
本
条
例
に

つ
い
て
所
要
の
改
正
を
し
よ

う
と
す
る
も
の
。

う
と
す
る
も
の
。

　
最
終
日
に
市
長
か
ら
追
加

議
案
が
提
出
さ
れ
、
可
決
、

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

◆
議
案
第
16
号
　
平
成
25
年

度
勝
浦
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
10
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
補
正
、

繰
越
明
許
費
の
補
正
及
び
地

方
債
の
補
正
で
、
歳
入
歳
出

予
算
に
お
い
て
は
、
既
定
予

算
に
７
千
610
万
３
千
円
を
追

加
し
、
予
算
総
額
を
95
億
４

千
557
万
９
千
円
に
し
よ
う
と

す
る
も
の
。

　
繰
越
明
許
費
に
お
い
て
は
、

小
規
模
治
山
緊
急
整
備
事
業

ほ
か
２
件
に
つ
い
て
、
年
度

内
に
そ
の
支
出
が
終
わ
ら
な

い
見
込
み
の
額
を
翌
年
度
に

繰
り
越
そ
う
と
す
る
も
の
。

　
地
方
債
に
お
い
て
は
、
現

年
発
生
補
助
災
害
復
旧
事
業

債
の
限
度
額
を
変
更
し
よ
う

と
す
る
も
の
。

◆
議
案
第
17
号
　
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
の
委
員
の

選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
の
委
員
で
あ
る
渡
邉
惠
一

氏
が
、
来
る
３
月
31
日
を
も

っ
て
任
期
満
了
と
な
る
こ
と

　
平
成
26
年
３
月
定
例
会
は
、

２
月
27
日
か
ら
３
月
19
日
ま

で
の
会
期
21
日
間
で
開
か
れ

ま
し
た
。

 
 

本
定
例
会
で
は
、
平
成
26

年
度
予
算
な
ど
市
長
提
出
議

案
17
件
の
ほ
か
、
議
員
提
出

議
案
３
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

 
 

そ
の
結
果
、
議
案
17
件
及

び
議
員
提
出
議
案
３
件
は
原

案
の
と
お
り
可
決
・
承
認
・

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

◆
議
案
第
１
号
　
専
決
処
分

の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て
（
平
成
25
年
度
勝
浦
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８

号
）
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
補
正
及

び
地
方
債
の
補
正
で
、
歳
入

歳
出
予
算
に
お
い
て
は
、
既

定
予
算
に
805
万
４
千
円
を
追

加
し
、
予
算
総
額
を
87
億
５

千
187
万
６
千
円
に
し
よ
う
と

す
る
も
の
。
地
方
債
に
お
い

て
は
、
現
年
発
生
補
助
災
害

復
旧
事
業
債
を
追
加
し
た
も

の
。

※
補
正
内
容

　
平
成
25
年
10
月
15
日
か
ら

16
日
に
か
け
て
の
台
風
26
号

に
よ
る
農
地
農
業
用
施
設
及

び
漁
港
施
設
の
災
害
復
旧
経

費
で
あ
り
、
緊
急
を
要
す
る

こ
と
か
ら
平
成
26
年
１
月
10

日
に
専
決
処
分
し
た
も
の
。

◆
議
案
第
２
号
　
平
成
25
年

度
勝
浦
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
９
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
補
正
で
、

既
定
予
算
に
７
億
１
千
760
万

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

94
億
６
千
947
万
６
千
円
に
し

よ
う
と
す
る
も
の
。

◆
議
案
第
３
号
　
平
成
25
年

度
勝
浦
市
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
補
正
で
、

既
定
予
算
に
４
千
952
万
５
千

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

29
億
６
千
486
万
３
千
円
に
し

よ
う
と
す
る
も
の
。

◆
議
案
第
４
号
　
平
成
25
年

度
勝
浦
市
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
補
正
で
、

既
定
予
算
に
176
万
２
千
円
を

追
加
し
、
予
算
総
額
を
２
億

２
千
363
万
千
円
に
し
よ
う
と

す
る
も
の
。

◆
議
案
第
５
号
　
平
成
25
年

度
勝
浦
市
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
補
正
で
、

既
定
予
算
に
30
万
千
円
を
追

加
し
、
予
算
総
額
を
22
億
４

千
760
万
５
千
円
に
し
よ
う
と

す
る
も
の
。

　
今
期
定
例
会
で
は
、
総
務

常
任
委
員
会
を
３
月
10
日
、

教
育
民
生
常
任
委
員
会
を
３

月
11
日
に
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
、

付
託
さ
れ
た
議
案
の
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
審
査
結
果
が
３
月
19

議　会　だ　よ　り 平成２６年５月(２)第１４９号



に
伴
い
、
新
た
に
藤
平
光
雄

氏
を
選
任
し
た
い
た
め
、
議

会
の
同
意
を
求
め
よ
う
と
す

る
も
の
。

氏
名
　
藤
平
光
雄

住
所
　
勝
浦
市
中
倉
551
番
地

　
　
　
の
２

年
齢
　
61
歳

　
議
員
提
案
に
よ
り
発
議
が

３
件
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

◆
発
議
案
第
１
号
　
勝
浦
市

議
会
の
議
員
の
定
数
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
勝
浦
市
議
会
議
員
の
定
数

を
次
回
の
一
般
選
挙
か
ら
、

現
在
の
18
人
か
ら
２
人
削
減

し
、
16
人
に
し
よ
う
と
す
る

も
の
。

◆
発
議
案
第
２
号
　
勝
浦
市

議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　
現
行
の
３
常
任
委
員
会
を

２
常
任
委
員
会
と
し
、
名
称

を
「
総
務
文
教
常
任
委
員
会
」

と
「
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
」

と
す
る
。

　
「
総
務
文
教
常
任
委
員
会
」

は
、
現
在
の
「
総
務
常
任
委

員
会
」
の
所
管
に
教
育
委
員

会
の
所
掌
を
併
せ
る
も
の
と

し
、
「
産
業
厚
生
常
任
委
員

会
」
は
、
「
教
育
民
生
常
任

委
員
会
」
の
所
管
か
ら
教
育

委
員
会
の
所
掌
を
除
き
、「
建

設
経
済
常
任
委
員
会
」
の
所

管
と
併
せ
る
も
の
と
す
る
。

　
委
員
の
定
数
は
、
そ
れ
ぞ

れ
８
人
と
し
、
従
前
の
１
人

２
常
任
委
員
会
所
属
を
１
人

１
常
任
委
員
会
に
改
正
を
し

よ
う
と
す
る
も
の
。

◆
発
議
案
第
３
号
　
勝
浦
市

議
会
の
各
会
派
に
対
す
る
政

務
活
動
費
の
交
付
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　
政
務
活
動
費
交
付
額
を
年

額
８
万
円
か
ら
12
万
円
に
引

き
上
げ
よ
う
と
す
る
も
の
。

議　会　だ　よ　り 第１４９号（３）平成２６年５月

　平成２６年度一般会計、国民健康保険特別会計、後期高齢者医療特別会計、介護保険特別会計、

水道事業会計、５会計の歳入歳出予算等を審査するため、７人の委員による特別委員会を設置しま

した。

　この委員会は、各会計の歳入歳出予算等を審査し、一般会計、国民健康保険特別会計、後期高齢

者医療特別会計、介護保険特別会計及び水道事業会計いずれも全員賛成で原案のとおり可決すべき

ものとし、本会議最終日に委員長から報告されました。

　委員会の審査内容については、議会トピックスの委員長報告をご覧下さい。

　なお、委員は次のとおりです。

　委 員 長　 根本　譲

　副委員長　 磯野典正

　委　  員　 刈込欣一　　末吉定夫　　寺尾重雄　　戸坂健一　　丸　　昭

◆議案第１１号　平成２６年度勝浦市一般会計予算

　長期的視点に立ったまちづくりを進めるための勝浦市総合計画前期基本計画及び第２次実施計画

の計画事業を優先した予算編成であり、また、社会資本整備総合交付金や地域の元気臨時交付金を

積極的に活用した事業を盛り込んだ予算計上であることから妥当と認めました。

◆議案第１２号　平成２６年度勝浦市国民健康保険特別会計予算

　事業勘定では、医療費の動向に配慮するとともに、健全な財政運営を基本とした事業の推進に必

用な予算の計上であり、直営診療施設勘定では、公立の診療所としての適切な医療を行うために必

要な予算の計上であり、妥当と認めました。

◆議案第１３号　平成２６年度勝浦市後期高齢者医療特別会計予算

　後期高齢者医療支給対象者の医療給付に必要な予算計上であり、妥当と認めました。

◆議案第１４号　平成２６年度勝浦市介護保険特別会計予算

　高齢者の介護を社会全体で支える社会保障制度に必要な予算計上であり、妥当と認めました。

◆議案第１５号　平成２６年度勝浦市水道事業会計予算

　上水道事業として市民に生活用水等を供給するための必要な予算計上であり、妥当と認めました。



単位：千円・％�

※水道事業会計の(法適)の予算規模＝(収益的収支・支出-減価償却費)+資本的収支・支出＝

　(799,164-145,363)+389,842＝1,043,643   

      

議　会　だ　よ　り第１４９号 　平成２６年５月（４）



４
　
日

５
　
日

鈴木 克己  議員

　１.過疎地域指定について

　２.人口減少対策について

　３.農業振興地域整備計画について

佐藤 啓史  議員

　１.「市」民の「役」に立つ「所」について

根本　 譲  議員

　１.消防団の処遇改善について

　２.キャリア教育について

　３．ノロウイルス対策について

戸坂 健一  議員

　１.教育問題について

３月４日・５日の２日間、市政全般について一般質問が行われました。

単位：千円・％�

議　会　だ　よ　り 第１４９号(５）平成２６年５月

※構成比は、四捨五入により算出しているため、合計と内訳の計が一致しない場合があります。



上
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
に
加

え
て
国
の
予
算
拡
充
を
活
用

し
な
が
ら
装
備
の
充
実
や
団

員
の
確
保
に
取
り
組
み
、
消

防
団
を
中
核
と
し
た
地
域
防

災
力
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

　
　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
秋
以

　
　
降
猛
威
を
ふ
る
っ
て
お

り
、
今
年
に
入
り
静
岡
県
浜

松
市
で
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
集

団
発
生
に
よ
り
学
校
閉
鎖
と

な
り
ま
し
た
。
勝
浦
市
で
の

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
対
策
は
。

　
　
今
年
度
、
小
中
学
校
に

　
　
お
い
て
児
童
・
生
徒
の

感
染
報
告
は
あ
り
ま
し
た
が
、

学
級
閉
鎖
に
い
た
る
集
団
感

染
は
あ
り
ま
せ
ん
。
学
校
で

は
、
集
団
感
染
防
止
対
策
と

し
て
、
朝
の
健
康
観
察
、
給

食
当
番
の
衛
生
観
察
、
手
洗

い
・
う
が
い
の
励
行
や
保
健

だ
よ
り
で
予
防
啓
発
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
嘔
吐

し
た
場
合
の
処
理
・
対
応
な

ど
全
職
員
が
共
通
理
解
を
持

ち
、
集
団
感
染
に
な
ら
な
い

よ
う
に
取
組
ん
で
い
る
。

　
　
近
年
、
小
中
学
校
で
経

　
　
済
の
基
本
で
あ
る
「
労

働
が
お
金
（
賃
金
）
の
源
泉
」

　
　
昨
年
12
月
に
消
防
団
を

　
　
支
援
す
る
「
地
域
防
災

力
充
実
強
化
法
」
が
成
立
し
、

消
防
団
の
抜
本
的
な
強
化
を

国
や
自
治
体
に
求
め
、
団
員

の
処
遇
改
善
や
、
装
備
品
や

訓
練
の
充
実
に
向
け
た
予
算

が
確
保
さ
れ
ま
し
た
。
具
体

的
に
は
、
退
職
報
償
金
は
全

階
級
で
一
律
５
万
円
を
上
乗

せ
し
、
報
酬
・
出
動
手
当
の

引
き
上
げ
に
つ
い
て
各
自
治

体
の
条
例
改
正
を
強
く
求
め

た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
勝
浦

市
は
ど
の
様
な
考
え
な
の
か
。

　
　
今
回
の
予
算
拡
充
前
の

　
　
処
置
で
あ
り
ま
す
が
、

国
の
平
成
24
年
度
か
ら
の
繰

り
越
さ
れ
た
予
算
を
活
用
し
、

県
内
で
は
５
台
配
備
さ
れ
る

救
助
資
機
材
搭
載
型
車
両
の

内
１
台
が
３
月
中
に
勝
浦
に

無
償
貸
付
さ
れ
る
予
定
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
26
年

４
月
か
ら
消
防
団
員
の
退
職

報
償
金
が
一
律
５
万
円
引
き

と
い
う
こ
と
か
ら
、
積
極
的

に
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
取
組
む

よ
う
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま

す
。
社
会
人
に
な
っ
た
時
に

多
種
多
様
な
考
え
を
持
っ
た

人
と
共
に
仕
事
を
し
て
い
く

た
め
の
必
要
な
力
を
身
に
つ

け
て
お
く
と
い
う
こ
と
で
あ

り
ま
す
。
勝
浦
市
の
実
態
に

つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、
児

　
　
童
・
生
徒
一
人
一
人
に

望
ま
し
い
職
業
観
、
勤
労
観

及
び
職
業
に
関
す
る
知
識
や

技
能
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
と

と
も
に
社
会
に
適
応
し
た
り
、

自
分
の
能
力
を
発
揮
で
き
る

よ
う
、
社
会
的
、
職
業
的
自

立
に
向
け
て
の
必
要
な
基
礎

と
な
る
能
力
や
態
度
を
育
成

す
る
こ
と
を
狙
い
と
し
て
お

り
ま
す
。
勝
浦
市
で
は
、
小

学
６
年
生
は
１
日
、
中
学
２

年
生
は
３
日
間
、
市
役
所
、

消
防
署
、
保
育
所
、
ス
ー
パ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
市
内
事

業
所
で
体
験
学
習
を
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
後
も
将
来
社
会
人
と
し
て

自
立
し
て
い
く
た
め
に
必
要

な
意
欲
、
態
度
や
能
力
を
身

に
つ
け
さ
せ
る
た
め
、
学
校
、

家
庭
、
地
域
社
会
と
連
携
を

図
り
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
よ

り
一
層
推
進
し
て
い
き
た
い
。

　
　
職
員
の
専
門
化
は
、
市

　
　
民
サ
ー
ビ
ス
や
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
に
繋
が
る
と

思
う
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
保
健
・
介
護
や
、
建
築

　
　
・
土
木
な
ど
高
度
な
専

門
性
や
資
格
を
必
要
と
す
る

職
種
に
つ
い
て
は
、
専
門
職

の
採
用
に
努
め
て
い
る
。
ま

た
国
や
民
間
等
の
人
材
を
活

用
し
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
技

術
を
行
政
に
生
か
す
た
め
の

任
期
付
職
員
の
採
用
や
地
域

お
こ
し
隊
員
を
採
用
し
、
多

様
化
・
高
度
化
し
て
い
る
住

民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
る
。

　
　
人
事
異
動
を
行
う
目
的

　
　
と
は
何
か
。

　
　
マ
ン
ネ
リ
の
防
止
、
後

　
　
進
の
育
成
、
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
職
員
配
置
の
ほ
か
、

縦
割
り
の
弊
害
を
防
ぐ
た
め
、

特
定
分
野
だ
け
で
な
く
、
複

数
分
野
に
お
け
る
知
識
や
技

能
を
持
つ
人
材
を
育
成
す
る

こ
と
を
目
的
に
定
期
的
に
人

事
異
動
を
行
っ
て
い
る
。
な

お
係
長
以
下
の
職
員
を
対
象

に
自
己
申
告
制
度
を
実
施
し
、

異
動
希
望
や
異
動
先
の
有
無

等
の
意
向
調
査
を
行
い
、
参

考
に
し
て
い
る
。

　
　
若
手
職
員
の
育
成
の
取

　
　
り
組
み
と
今
後
の
考
え

方
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

　
　
千
葉
県
自
治
研
修
セ
ン

　
　
タ
ー
や
夷
隅
郡
市
広
域

市
町
村
圏
事
務
組
合
の
各
種

研
修
会
を
受
講
さ
せ
、
業
務

に
関
連
す
る
知
識
を
習
得
さ

せ
る
と
と
も
に
、
人
事
異
動

を
通
じ
て
複
数
の
分
野
に
お

け
る
一
定
の
知
識
や
技
能
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め
て
い

る
。
今
後
は
業
務
に
お
け
る

県
と
の
連
携
強
化
は
も
と
よ

り
、
職
員
の
資
質
の
向
上
、

こ
れ
か
ら
の
本
市
の
行
政
運

営
を
見
据
え
た
職
員
育
成
の

観
点
か
ら
、
県
へ
の
職
員
派

遣
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
業
務
の
効
率
化
や
職
員

　
　
の
仕
事
に
対
す
る
意
識

啓
発
の
た
め
の
職
員
提
案
制

度
に
つ
い
て
市
の
見
解
を
伺

う
。

　
　
職
員
提
案
制
度
に
つ
い

　
　
て
は
職
員
の
創
意
工
夫

を
奨
励
し
、
業
務
の
改
善
及

び
効
率
向
上
等
を
目
的
に
昭

和
42
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
。

平
成
18
年
4
月
か
ら
提
案
箱

の
設
置
に
加
え
、
グ
ル
ー
プ

ウ
ェ
ア
の
電
子
メ
ー
ル
に
よ

る
提
案
が
で
き
る
よ
う
に
改

善
し
た
。
最
近
提
案
さ
れ
実

施
し
た
も
の
に
は
、
迷
惑
メ

ー
ル
撃
退
方
法
、
市
役
所
ゴ

ミ
の
減
量
化
対
策
、
学
校
の

校
庭
及
び
保
育
所
園
庭
の
芝

生
化
が
あ
る
。
今
後
は
特
定

の
テ
ー
マ
を
定
め
そ
れ
に
対

す
る
提
案
を
募
る
な
ど
の
改

善
を
行
い
、
職
員
提
案
制
度

が
活
性
化
す
る
よ
う
に
努
め

て
い
く
。

　
　
移
動
市
役
所
そ
の
も
の

　
　
が
「
市
」
民
の
「
役
」

に
た
つ
「
所
」
の
最
た
る
も

の
と
考
え
る
が
、
移
動
市
役

所
の
目
的
と
必
要
性
に
つ
い

て
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
か
つ
て
の
支
所
の
廃
止

　
　
等
に
よ
り
、
本
庁
よ
り

遠
隔
の
地
域
住
民
の
利
便
性

を
考
慮
し
て
、
自
動
車
で
定

期
的
に
各
地
を
巡
回
し
、
事

務
を
処
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
昭
和
44
年

1
月
よ
り
運
用
し
て
お
り
、

引
き
続
き
運
用
し
て
い
く
。

（新創かつうら）
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多
く
の
教
員
が
多
忙
感

　
　
を
抱
え
な
が
ら
勤
務
し

て
い
る
の
が
現
状
。
教
育
委

員
会
と
し
て
は
、
学
校
職
員

の
出
退
勤
時
刻
を
正
確
に
把

握
す
る
と
共
に
校
長
会
を
通

じ
、
時
間
外
勤
務
の
適
正
管

理
を
図
っ
て
い
く
。
ま
た
、

県
教
委
に
対
し
研
修
や
出
張

等
の
精
選
や
事
務
負
担
軽
減

に
つ
い
て
要
望
す
る
。

　
　
今
後
、
教
育
改
革
を
進

　
　
め
る
に
当
た
っ
て
は
、

先
生
方
の
労
働
環
境
を
し
っ

か
り
整
え
る
事
が
重
要
だ
。

特
に
部
活
動
に
つ
い
て
、
部

活
動
は
あ
く
ま
で
教
育
に
お

け
る
学
生
の
能
力
向
上
の
手

段
で
あ
っ
て
目
的
で
は
な
い
。

部
活
動
が
忙
し
い
か
ら
土
曜

授
業
が
導
入
出
来
な
い
と
い

う
事
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

サ
ー
ビ
ス
残
業
や
サ
ー
ビ
ス

休
日
出
勤
が
無
い
よ
う
き
ち

ん
と
管
理
し
て
頂
き
た
い
。

　
　
部
活
動
に
関
し
て
は
、

　
　
多
く
の
教
員
が
そ
の
勤

務
時
間
の
多
く
を
割
い
て
い

る
の
が
現
状
で
あ
る
。
今
後
、

外
部
指
導
者
の
登
用
や
複
数

顧
問
制
の
導
入
、
ノ
ー
部
活

デ
イ
の
実
施
等
、
部
活
動
の

効
率
的
な
運
用
・
活
動
に
つ

い
て
様
々
な
取
組
み
を
行
い
、

適
正
管
理
に
努
め
て
行
く
。

　
　
現
在
、
国
は
公
立
学
校

　
　
の
土
曜
授
業
を
推
進
し

て
い
る
。
子
供
の
学
力
の
定

着
を
図
る
に
は
、
授
業
日
数

の
十
分
な
確
保
が
必
要
だ
。

土
曜
授
業
は
、
そ
の
有
力
手

段
で
あ
り
、
千
葉
県
内
の
各

自
治
体
も
土
曜
授
業
の
導
入

に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る
。

そ
こ
で
、
勝
浦
市
内
小
中
学

校
に
お
け
る
土
曜
授
業
を
導

入
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市

教
育
委
員
会
の
考
え
は
。

　
　
現
在
、
週
５
日
制
を
前

　
　
提
と
し
た
行
事
が
組
ま

れ
て
い
る
事
や
教
師
が
多
忙

で
あ
る
事
か
ら
、
今
後
他
地

域
や
先
進
事
例
を
参
考
に
し

な
が
ら
慎
重
に
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
る
。

　
　
土
曜
授
業
の
実
現
に
向

　
　
け
て
は
教
師
の
処
遇
改

善
行
事
の
精
選
な
ど
を
通
じ

て
、
教
師
の
負
担
を
軽
減
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が

市
教
育
委
員
会
の
考
え
は
。

　
　
現
状
、
教
員
が
多
忙
で

　
　
土
曜
授
業
の
実
現
が
難

し
い
と
い
う
事
で
あ
れ
ば
、

教
師
以
外
の
人
材
を
活
用
し

て
は
ど
う
か
。
例
え
ば
地
元

の
農
林
水
産
業
従
事
者
や
経

営
者
、
地
域
で
活
躍
す
る
方

々
等
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
し
て
土
曜
授
業
を
委
託
し

て
は
。
ま
た
こ
れ
に
つ
い
て

は
国
の
予
算
（
教
育
支
援
構

築
事
業
）
も
活
用
出
来
る
。

市
教
育
委
員
会
の
考
え
は
。

　
　
外
部
の
人
材
を
有
効
に

　
　
活
用
し
教
育
に
活
か
す

取
組
み
は
大
き
な
利
点
も
あ

る
。
色
々
な
面
か
ら
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　
　
領
土
領
海
に
関
す
る
教

　
　
育
は
重
要
で
あ
る
が
、

現
在
、
勝
浦
市
内
の
小
中
学

校
で
は
、
領
土
領
海
に
関
す

る
教
育
は
あ
ま
り
行
わ
れ
て

い
な
い
実
態
が
あ
る
。
今
後

の
領
土
領
海
教
育
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
取
組
ん
で
い
く

予
定
か
。

　
　
現
在
、
学
習
指
導
要
領

　
　
に
基
づ
い
て
適
正
に
授

業
を
実
施
し
て
い
る
。
今
後

も
学
習
指
導
要
領
に
沿
い
、

県
教
委
と
共
に
取
組
む
。

　
　
過
疎
地
域
自
立
促
進
特

　
　
別
措
置
法
の
改
正
に
よ

り
４
月
か
ら
勝
浦
市
も
過
疎

地
域
に
指
定
さ
れ
る
と
の
こ

と
で
あ
る
が
、
指
定
を
受
け

る
こ
と
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
及
び
予
算
に
対

す
る
影
響
に
つ
い
て
具
体
的

に
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
自
立
促
進
の
た
め
の
過

　
　
疎
債
の
借
り
受
け
に
よ

る
財
政
的
な
メ
リ
ッ
ト
が
大

き
い
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
過

疎
と
い
う
語
感
に
マ
イ
ナ
ス

イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。

　
予
算
及
び
事
業
に
つ
い
て

は
、
過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
を
策
定
し
、
財
政
的
な
メ

リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
生
か
し
、

イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
の
事
業

を
推
進
す
る
。

　
　
人
口
が
２
万
人
を
割
っ

　
　
た
こ
と
に
対
し
て
ど
の

よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
か
。

　
　
人
口
の
多
寡
が
自
治
体

　
　
に
と
っ
て
有
利
不
利
と

は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
人
口
の
減
少
に
歯
止
め

　
　
を
か
け
る
対
策
は
。

　
　
人
口
流
出
の
原
因
に
は

　
　
職
場
の
確
保
が
困
難
、

生
活
利
便
施
設
が
少
な
い
こ

と
等
が
あ
る
。
働
く
場
の
確

保
の
た
め
の
企
業
誘
致
は
重

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
市

に
適
し
た
企
業
の
誘
致
に
努

め
る
。

　
　
市
外
に
住
所
の
あ
る
市

　
　
職
員
が
多
い
傾
向
に
あ

る
。
納
税
の
問
題
も
含
め
、

ま
た
、
行
政
運
営
の
中
で
地

元
に
職
員
が
い
る
こ
と
が
望

ま
し
い
。
災
害
時
対
策
等
に

お
け
る
危
機
管
理
に
つ
い
て

も
市
外
居
住
職
員
が
多
い
事

で
の
弊
害
も
あ
る
と
思
う
が
、

そ
の
実
態
と
対
策
は
。

　
　
63
名
、
25
・
２
％
が
市

　
　
外
か
ら
勤
務
し
て
い
る
。

市
外
職
員
が
多
い
か
ら
災
害

時
対
策
が
遅
れ
る
と
い
う
こ

と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
新
農
振
計
画
に
お
け
る

　
　
農
振
農
用
地
区
域
の
設

定
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
荒
廃
農
地
で
今
後
の
利

　
　
用
が
著
し
く
困
難
な
農

地
は
除
外
、
ま
た
企
業
誘
致

等
全
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
考

え
、
国
県
道
の
沿
線
の
一
部

の
農
地
に
つ
い
て
除
外
す
る

方
向
で
設
定
す
る
考
え
で
す
。

　
　
農
業
生
産
基
盤
整
備
の

　
　
地
域
の
現
況
と
そ
れ
以

外
の
地
域
へ
の
整
備
計
画
推

進
へ
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
大
楠
、
古
新
田
地
区
な

　
　
ど
で
推
進
委
員
会
が
設

置
さ
れ
、
機
運
が
高
ま
っ
て

い
る
。
取
組
ま
れ
て
い
な
い

未
整
備
地
域
で
は
、
意
向
を

確
認
し
整
備
計
画
に
反
映
さ

せ
る
。

　
　
農
振
計
画
の
一
つ
の
柱

　
　
と
し
て
農
業
の
６
次
産

業
化
を
位
置
づ
け
る
こ
と
も

必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
新
た
な
農
業
・
農
村
政

　
　
策
に
つ
い
て
で
き
る
限

り
盛
り
込
み
、
時
代
に
即
し

た
整
備
計
画
を
策
定
し
た
い
。

　
　
国
、
県
道
の
道
路
改
良

　
　
整
備
に
合
わ
せ
て
商
業

施
設
な
ど
が
容
易
に
確
保
で

き
る
よ
う
に
配
慮
し
た
計
画

策
定
が
必
要
と
思
う
が
如
何

か
。

　
　
農
村
地
域
の
ま
ち
づ
く

　
　
り
の
た
め
に
は
、
必
要

最
低
限
の
農
地
を
他
の
用
途

に
転
用
す
る
こ
と
も
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
。

（新創かつうら）

（新創かつうら）
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　議会はどなたでも傍聴することができます。

傍聴を希望される方は、議会事務局へお申し

出ください。

　議会だより第149号をお届けします。
　本号は、平成26年３月定例会について編集いたしま
した。
　詳しい内容は、市立図書館及び市役所情報公開コー
ナーに備えてあります『勝浦市議会会議録』をご覧下
さい。また市のホームページにおいてもご覧いただけ
ます。(http://www.city.katsuura.lg.jp）
　お気づきの点やご意見、ご要望がありましたら、勝
浦市議会報編集委員会までお知らせください。
　　勝浦市新官1343番地の1　勝浦市議会事務局内
    　勝浦市議会報編集委員会　　７３-６６６２

◎全会一致　○賛成多数

　　　　　　　【傍聴者の状況】

　　　　　平成25年６月定例会  36名

　　　　　平成25年９月定例会  16名

　　　　　平成25年12月定例会  42名

　　　　　平成26年３月定例会   6名

第１４９号 平成２６年５月(８)議　会　だ　よ　り

議案第１号

議案第２号

議案第３号

議案第４号

議案第５号

議案第６号

議案第７号

議案第８号

議案第９号

議案第1 0号

議案第1 1号

議案第1 2号

議案第1 3号

議案第1 4号

議案第1 5号

議案第1 6号

議案第1 7号

発議案第１号

発議案第２号

発議案第３号

専決処分の承認を求めることについて（平成２５年度勝浦市一般会計補正予算）

平成２５年度勝浦市一般会計補正予算

平成２５年度勝浦市国民健康保険特別会計補正予算

平成２５年度勝浦市後期高齢者医療特別会計補正予算

平成２５年度勝浦市介護保険特別会計補正予算

勝浦市名誉市民条例の一部を改正する条例の制定について

一般職の職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

勝浦市学校給食共同調理場設置条例の一部を改正する条例の制定について

勝浦市社会教育委員の定数等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

保育所の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について

平成２６年度勝浦市一般会計予算

平成２６年度勝浦市国民健康保険特別会計予算

平成２６年度勝浦市後期高齢者医療特別会計予算

平成２６年度勝浦市介護保険特別会計予算

平成２６年度勝浦市水道事業会計予算

平成２５年度勝浦市一般会計補正予算

固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を求めることについて

勝浦市議会の議員の定数を定める条例の一部を改正する条例の制定について

勝浦市議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について

勝浦市議会の各会派に対する政務活動費の交付に関する条例の一部を改正する

条例の制定について

承認◎

可決◎

可決◎

可決◎

可決◎

可決◎

可決○

可決◎

可決◎

可決◎

可決○

可決○

可決○

可決○

可決○

可決◎

同意◎

可決○

可決○

可決○
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